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章章章 1: 重重重要要要ななな情情情報報報

認認認定定定付付付ききき設設設置置置
Raymarineでは Raymarineの認可を受けた正規の
設置業者に保証付き設置を依頼することをお勧め
します。認証付き設置を受けると、製品保証特典
が拡大されます。 詳細は Raymarine 業者に連絡
し、製品に同梱の別記保証についてお問い合わ
せください。

通通通告告告: 製製製品品品ののの設設設置置置おおおよよよびびび操操操作作作
本製品は、明示されている指示に必ず
従って設置および操作してください。作
業指示を守らないと、怪我をしたり、
ボートが損傷したり、製品の性能が十分
に発揮されないことがあります。

通通通告告告: 発発発火火火源源源ののの可可可能能能性性性
この製品は危険な大気環境、または引火
性の高い場所で使用するための承認を受
けていません。 機関室や燃料タンク付
近など、危険な環境や引火性の高い場所
には絶対に設置しないでください。

通通通告告告: 製製製品品品ののの接接接地地地
電源を投入する前に、本製品が付属の指
示に従って正しく接地されていることを
確認してください。

通通通告告告: 正正正ののの接接接地地地シシシススステテテムムム
正の接地を使用しているシステムにこの
ユニットを接続しないでください。

通通通告告告: 電電電源源源電電電圧圧圧
この製品を指定の最大定格を超える電
源電圧に接続すると、ユニットが恒久的
な損傷を受けることがあります。定格電
圧については、「技術仕様」の項を参
照してください。

通通通告告告: 電電電源源源ををを切切切るるる
この製品の設置を開始する前に、船舶
の電源のスイッチがオフになっているこ
とを確認してください。本書で特記され
ていない限り、電源が入った状態で機器
を接続、または切断することはおやめ
ください。

警警警告告告: 電電電源源源ののの保保保護護護
この製品を設置する際は、電源が適切
な定格ヒューズまたは自動遮断器などに
よって十分に保護されていることを確
認してください。

通通通告告告: 高高高電電電圧圧圧
この製品は高電圧製品です。調整を行
うには、正規のサービス技術者のみが使
用できる特別な修理手順と工具が必要に
なります。ユーザーが点検や調整を行え
る部品はありません。オペレータは絶対
にカバーを外したり、自分で製品の修理
を試みないでください。

通通通告告告: トトトララランンンスススデデデュュューーーサササケケケーーーブブブルルル
製品の電源が入っている状態でトランス
デューサ ケーブルを取り外さないでく
ださい。この状態でケーブルを抜くと火
花が散ることがあります。製品の電源が
入っているのに誤ってトランスデューサ
ケーブルを抜いてしまった場合は、製品
の電源を切り、ケーブルを差し込んでか
ら電源を入れ直してください。

通通通告告告: ソソソナナナーーーののの操操操作作作
• 水から出ている船舶のソナーを作動し
ないでください。

• ソナーの電源が入っているときにト
ランスデューサ表面に触らないでく
ださい。

• ダイバーがトランスデューサの 7.6 m
(25 フィート) 以内にいる場合は、ソ
ナーの電源を切ってください。

警警警告告告: トトトララランンンスススデデデュュューーーサササケケケーーーブブブルルルををを
切切切断断断しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。
• トランスデューサ ケーブルを切断す
ると、ソナーの性能が大幅に低下しま
す。ケーブルを切断した場合、交換が
必要です。切断されたケーブルは修理
できません。

• トランスデューサ ケーブルを切断す
ると、保証および欧州の CEマークの
法的効力が無効になります。

警警警告告告: 点点点検検検修修修理理理ととと保保保守守守
この製品には使用者が点検修理できる部
品はありません。 保守や修理はすべて
Raymarine認定販売店にお問い合わせく
ださい。 無許可で修理すると、保証が
無効になることがあります。

水水水ののの侵侵侵入入入
水の浸入に関する免責
この製品の防水加工等級は規定の IPX標準を満た
していますが (本製品の「技術仕様」を参照)、商
業用高圧洗浄を受けた場合、水の侵入やそれに伴
う機器障害が発生することがあります。Raymarine
では、高圧洗浄を受けた製品の保証はいたしか
ねます。
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免免免責責責
Raymarineはこの製品に誤りがないこと、または
Raymarine以外の個人、または事業体によって製
造された製品と互換性があることを保証しません。
Raymarineでは本製品を使用したこと、または使
用できないこと、他社が製造した製品とやり取り
をする、または製品で使用されている、あるいは
サードパーティによって使用または提供されてい
る情報にエラーがあったことに起因する損傷や負
傷に対して責任を負いません。

EMC ののの設設設置置置ガガガイイイドドドララライイインンン
Raymarineの機器および付属品は、機器との電磁
干渉を最小限に抑えると同時に、そのような干渉が
システムの性能に与える影響も軽減するために定め
られた電磁適合性 (EMC)規制に準拠しています。
EMC の性能に悪影響が出ないようにするために
は、正しく設置する必要があります。

注注注意意意: EMCの干渉が極端な場所では、製品に多
少の干渉が見られる場合があります。 このよう
な状況が生じたら、製品および干渉元の距離を
離してください。

最最最適適適ななな EMC性能を得るために、できるだけ次のこ
とを行うことをお勧めします。
• Raymarine機器とケーブルの接続先の条件
– VHFラジオやケーブル、アンテナなど、無線
信号を運ぶすべての機器またはケーブルから
1 m (3 フィート) 以上距離を置くこと。SSB
ラジオの場合は、この距離を 2 m (7 フィー
ト) 取ってください。

– レーダー ビームの路程から 2 m (7 フィート)
以上離れていること。レーダー ビームは通
常、放射素子の上下 20 °に拡散すると見なさ
れています。

• 製品には、エンジン始動に使用されるバッテリ
とは異なるバッテリが使用されていること。こ
れは、エンジン始動で別のバッテリが使われな
い場合に生じる可能性がある不安定な動作や
データ損失を防ぐために重要です。

• Raymarine指定のケーブルが使用されているこ
と。

• ケーブルは、設置説明書に詳細が記載されて
いない限り、切断したり延長したりしないで
ください。

注注注意意意: 設設設置置置上上上ののの制制制約約約ににによよよりりり、、、上上上記記記ののの条条条件件件ににに従従従ううう
ここことととがががででできききななないいい場場場合合合ははは、電子機器の異なる品目
間に可能な限りの最大距離を設けて、設置の間
ずっと EMC 性能が最善の状態に保たれるよう
にしてください。

抑抑抑制制制フフフェェェララライイイトトト
• Raymarineのケーブルには、抑制フェライトがあ
らかじめ装備されている、または付属しているも
のがあります。抑制フェライトは、EMC性能を
正常に保つために大切な働きをします。ケーブ

ルに対してフェライトが別途提供されている (装
着されていない)場合は、付属の指示に従って、
このフェライトを装着する必要があります。

• なんらかの理由（例：設置または保守作業時）
で、フェライトを取り外す必要がある際には、
製品をご使用になる前に必ず元の場所にフェラ
イトを取り付けてください。

• Raymarine、または正規の Raymarine 販売店で
販売する、純正部品のフェライトのみをご使
用ください。

• 設置の際には複数のフェライトをケーブルに追加
する必要がありますが、ケーブルへの余分な重量
によってコネクタに負担がかかるのを防ぐため、
追加のケーブルクリップを使用してください。

そそそののの他他他ののの機機機器器器へへへののの接接接続続続
Raymarine社製品以外のケーブルにフェライトを
使用する場合の必要条件
Raymarine から支給されたケーブル以外を使っ
て、お手元の Raymarine機器をその他の機器に接
続する場合には、Raymarineユニット周辺のケー
ブルに必ず抑制フェライトを取り付けてください

適適適合合合宣宣宣言言言
Raymarine UK Ltd. は、本製品が EMC 指令
2004/108/EC の必須条件を満たしていることを
宣言します。
適合宣言証明書の原本は、 www.raymarine.comの
該当する製品ページをご覧ください。

製製製品品品ののの廃廃廃棄棄棄
本製品はWEEE指令に従って処分してください。

廃電気電子機器 (WEEE)指令では、廃電気電
子機器のリサイクルが義務付けられています。

保保保証証証登登登録録録
Raymarine 製品の所有権を登録するには、
www.raymarine.comにアクセスしてオンライン登
録手続きを行ってください。
保証サービスを受けるには、ご購入した製品を登
録しておく必要があります。製品のパッケージに
はシリアル番号を示すバーコードラベルが付いて
います。お手元の製品を登録する際には、このシ
リアル番号が必要になります。ラベルは、将来の
使用に備えて大切に保管してください。

IMO おおおよよよびびび SOLAS
本書に記載の機器は、レジャー用ボート、および
国際海事機関 (IMO)や海上における人命の安全の
ための国際条約 (SOLAS)の対象になっていない作
業船での使用を目的としています。
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技技技術術術的的的正正正確確確さささ
弊社が把握している限り、本書に記載の情報は制
作時点で正確な情報です。ただし Raymarine で
は、誤りや脱落が含まれていても、一切責任を負い
かねます。また、継続的に製品改良を重ねる方針
により、仕様が通知なしに変更される場合があり
ます。このため Raymarineでは、製品と本書の間
に相違があっても、責任を負うことはできかねま
す。Raymarine Web サイト (www.raymarine.com)
を調べて、お使いの製品の最新版のドキュメント
がお手元にあることをご確認ください。
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章章章 2: ドドドキキキュュュメメメンンントトトおおおよよよびびび製製製品品品情情情報報報
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• 2.1 ドキュメント情報 ( 12 ページ)
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2.1 ドドドキキキュュュメメメンンントトト情情情報報報
このドキュメントには、お使いの Raymarine製品
の設置に関する重要な情報が記載されています。
本書には、次の際に役立つ情報が記載されてい
ます。
• 設置計画を立てたり、必要な機器を漏れなく手
配しているか確認する際

• 接続されている海洋電子機器の広域システムの
一環としてお使いの製品を設置し、接続する際

• 問題をトラブルシューティングし、必要に応じ
てテクニカル サポートを入手する際

本書を含め、その他の Raymarine製品のドキュメ
ントは、www.raymarine.com から PDF 形式でダ
ウンロードできます。

該該該当当当すすするるる製製製品品品
このドキュメントは、次の製品に適用されます。

品品品番番番 名名名前前前 説説説明明明
E70297 CP370 ClearPulseTM

ソナーモ
ジュール

E70298 CP470 ClearPulseTM
CHIRP ブ
ロードバン
ド型ソナー
モジュール

E70258 CP570 ClearPulseTM
CHIRPデュ
アルチャ
ンネルブ
ロードバン
ド型ソナー
モジュール

注注注意意意: お使いの多機能ディスプレイの魚群探知
機アプリケーションメニューオプションと設定
は、使用するソナーモジュールの種類によって
異なります。

ドドドキキキュュュメメメンンントトト規規規約約約
次の用語を用いる際には、このドキュメント全体
を通じて以下の規約が適用されます。

種種種類類類 例例例 規規規約約約

製品のユー
ザーインター
フェイスを使
用して特定の
タスクを実行
する手順

Set-Up(セセセッッットトト
アアアッッップププ)を選択
します。

「選択」とい
う語は、次の
動作を言い表
す場合に使用
します。

• タッチスク
リーン制御
— 指で画面
のメニュー
オプション
や項目を選
択します。

• 物理ボタン
— ナビゲー
ション ボ
タンで項目
を強調表示
し、OKボタ
ンを押して
選択を確定
します。

メニュー階層
を移動する手
順

1. 内部ソナー
モジュール
は、魚群探
知機アプリ
ケーション
メニュー
からオフ
にします。
Menu (メメメ
ニニニュュューーー) >
Set-up (セセセッッッ
トトトアアアッッップププ)
> Sounder
Set-up (音音音響響響
セセセッッットトトアアアッッッ
プププ) > Internal
Sounder (内内内
部部部音音音響響響)を
選択しま
す。

2. 内蔵 GPS
は、Set-up
(セット
アップ)メ
ニューか
らオフに
することが
できます。
Menu (メメメ
ニニニュュューーー) >
Set-up (セセセッッッ
トトトアアアッッップププ) >
GPS Set-up
(GPS ののの
セセセッッットトトアアアッッッ
プププ) > Internal
GPS (内内内蔵蔵蔵
GPS)を選択
します。

本書では、特
定の機能また
はメニューオ
プションにア
クセスする方
法をすばやく
示すために、
メニュー階層
を用いていま
す。
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本本本書書書ののの図図図にににつつついいいててて
お使いの製品の型式と製造日によっては、本書の
図がお使いの製品と多少異なる場合があります。
画像はすべて図解目的でのみ提供されています。

製製製品品品ドドドキキキュュュメメメンンントトト
お使いの製品には次のドキュメントが該当します。

説説説明明明 品品品番番番

CP370 / CP470 / CP570設設設置置置説説説明明明書書書
CP370 /CP470 / CP570ユニットの設置
および海洋電子機器の広域ネット
ワークへの接続方法

87213 /
88027

CP370 / CP470取取取付付付テテテンンンプププレレレーーートトト
CP370 / CP470を表面実装する際の設
置図

87240

CP570取取取付付付テテテンンンプププレレレーーートトト
CPS570を表面実装する際の設置図。

87206

LightHouse™ 操操操作作作説説説明明明書書書
次の多機能ディスプレイでの CP370 /
CP470 / CP570および魚群探知機アプ
リケーションの操作説明の詳細

• a Series
• c Series
• e Series
• eS Series
• gS Series

81360

操操操作作作説説説明明明書書書
お使いの製品の詳しい操作方法については、ディ
スプレイに付属のマニュアルを参照してください。

トトトララランンンスススデデデュュューーーサササ設設設置置置説説説明明明書書書
このドキュメントには、ソナー モジュールの設
置方法のみが記載されています。接続されてい
るトランスデューサの設置方法については、ト
ランスデューサに付属のドキュメントを参照し
てください。

2.2 付付付属属属部部部品品品

CP370 — 付付付属属属部部部品品品

D13267-2

4

1

2

3

5

項項項目目目 説説説明明明 数数数量量量
1 ソナー モ

ジュール
1

2 1.5 m (5フィー
ト)電源ケーブ
ル

1

3 8番取付ネジ 4

4 ドキュメント
パック

1

5 2 m (6.56 フィー
ト) RayNet (メ
ス) － RayNet
(メス) ネット
ワークケーブ
ル

1

CP470 — 付付付属属属品品品

D13268-2

5

1

2

3 4

6

項項項目目目 説説説明明明 数数数量量量
1 ソナー モ

ジュール
1

2 1.5 m (5フィー
ト)電源ケーブ
ル

1

3 8番取付ネジ 4

4 追加のグラウ
ンドワイヤー
キット

1
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項項項目目目 説説説明明明 数数数量量量
5 ドキュメント

パック
1

6 2 m (6.56 フィー
ト) RayNet (メ
ス) － RayNet
(メス) ネット
ワークケーブ
ル

1

CP570 — 付付付属属属部部部品品品

D13310-3

5

1

2

6

4x8
x4

x4
3

項項項目目目 説説説明明明 数数数量量量
1 ソナー モ

ジュール
1

2 1.5 m (5フィー
ト)電源ケーブ
ル

1

3 取付ネジ 4

4 抑制フェライ
ト

1

5 ドキュメント
パック

1

6 2 m (6.56 フィー
ト) RayNet (メ
ス) － RayNet
(メス) ネット
ワークケーブ
ル

1

2.3 製製製品品品ののの概概概要要要

CP370 製製製品品品ののの概概概要要要
CP370は ClearPulseTM 従来型ソナーモジュール
です。CP370は、互換性のある多機能ディスプレ
イと併用することにより、海底を含む船舶の下の
水中を詳しく表示できるため、魚やその他の物標
を識別することができます。

D13250-2

CP370 には、次の機能があります。
• シングルチャンネル ClearPulseTM ソナー (円錐
型ビーム)

• 最大 1,500 m の水深有効範囲
• 水温および速度感知
• トランサム、船底貫通、船体内トランスデュー
サのサポート

• 12 V または 24 V dc 操作
• IPX6 防水
• 堅牢な防水加工の高速ネットワーク接続

CP470 製製製品品品ののの概概概要要要
CP470は、ClearPulseTM CHIRPブロードバンド型
ソナーモジュールです。CP470は、互換性のある
多機能ディスプレイと併用することにより、海底
を含む船舶の下の水中を詳しく表示できるため、
魚やその他の物標を識別することができます。

D13251-2

CP470 には、次の機能があります。
• ClearPulseTM CHIRP ブロードバンド型ソナー
(円錐型ビーム)

• 最大 3,000 m の水深有効範囲
• 水温および速度感知
• トランサム、船底貫通、船体内トランスデュー
サのサポート

• 幅広ビームトランスデューサのサポート
14 CP370 / CP470 / CP570



• 12 V または 24 V dc 操作
• IPX6 防水
• 堅牢な防水加工の高速ネットワーク接続

CP570 製製製品品品ののの概概概要要要
CP570 は、ClearPulseTM CHIRP デュアルチャン
ネル ブロードバンド型ソナー モジュールです。
CP570は、互換性のある多機能ディスプレイと併
用することにより、海底を含む船舶の下の水中を
詳しく表示できるため、魚やその他の物標を識別
することができます。

D1331 1-1

CP570 には、次の機能があります。
• デュアル チャンネル ClearPulseTM CHIRP ソ
ナー (円錐型ビーム)

• 独立型チャンネル (送信 x 2、受信 x 2)
• 最大 3,000 m の水深有効範囲
• 水温および速度感知
• トランサム、船底貫通、船体内トランスデュー
サのサポート

• 幅広ビームトランスデューサのサポート
• 12 V または 24 V dc 操作
• IPX6 防水
• 堅牢な防水加工の高速ネットワーク接続

2.4 ソソソナナナーーーテテテクククノノノロロロジジジ

従従従来来来型型型のののソソソナナナーーーテテテクククノノノロロロジジジ
これまでの従来型ソナーでは、ソナーのピングに
1 つの搬送周波数、または搬送波を使用していま
した。このようなソナーでは、pingエコーがトラ
ンスデューサに戻って来るまでの所要時間を測定
して、ターゲット深度が測定されていました。

D12600-2

CHIRP テテテクククノノノロロロジジジ
ブロードバンド ソナーは、掃引周波数 'CHIRP'
(チャープ)を使用すると、信号が至近距離にある
複数のターゲットを区別できるようになるため、
従来型の CHIRPを使用しないソナーを使用したと
きに見られるような 1つの大きなターゲットの組
み合わせではなく、複数のターゲットをソナーで
表示することができます。
CHIRPの利点には、ターゲット解像度が改善され
たこと、ベイトボールやサーモクラインがあって
も、海底を検出できること、検出感度が高いこと
などが挙げられます。

D12601-2
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2.5 Raymarineソソソナナナーーーモモモジジジュュューーールルル
ソナーモジュールの Raymarineの現行の有効範囲
を下の表に示します。

ソソソナナナーーーモモモジジジュュューーールルル テテテクククノノノロロロジジジ /説説説明明明
CP100 CHIRP DownVision™ /ソナー

(外付け)
CP200 SideVision™ (外付け)
CP300 / CP370 従来型 (1 kW) (外付け)
CP450C / CP470 CHIRP (外付け)
CP570 CHIRP (外付け)
a68 / a78 / a98 / a128 /
eS78 / eS98 / eS128

CHIRP DownVision™ /ソナー
(内蔵)

a67 / a77 / a97 / a127 /
c97 / c127 / e7D / e97
/ e127 / eS77 / eS97 /
eS127

従来型 (600 W) (内蔵)

DSM30 / DSM300 レガシ (外付け)
Dragonfly CHIRP DownVision™ /ソナー

(内蔵)

注注注意意意: SideVision™ を深度データのソースに使用
することはできません。
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章章章 3: 設設設置置置ののの計計計画画画

目目目次次次
• 3.1 設置チェックリスト ( 18 ページ)
• 3.2 必要となる追加コンポーネント ( 18 ページ)
• 3.3 互換性のある多機能ディスプレイ ( 19 ページ)
• 3.4 ソフトウェア アップデート ( 19 ページ)
• 3.5 必要な工具類 ( 20 ページ)
• 3.6 システムの接続例 ( 20 ページ)
• 3.7 警告および注意 ( 21 ページ)
• 3.8 場所全般に関する必要条件 ( 22 ページ)
• 3.9 製品寸法 ( 23 ページ)
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3.1 設設設置置置チチチェェェッッックククリリリススストトト
設置には次の操作が必要になります。

設設設置置置タタタスススククク
1 システムのプランを作成する
2 必要なすべての機器と工具を揃える
3 すべての機器を配置する
4 すべてのケーブルの経路を決定する。
5 ドリルでケーブル穴と取り付け穴を開け

る。
6 すべての機器を接続する
7 すべての機器を定位置に固定する。
8 システムの電源を投入し、テストを行う

設設設計計計図図図
設計図は、設置計画を立てる上で不可欠な部分で
す。将来的にシステムに機器を追加したり、保守
においても役立ちます。設計図では、次のような
情報をご覧になれます。
• 全コンポーネントの位置。
• コネクタ、ケーブルタイプ、経路および長さ。

3.2必必必要要要とととなななるるる追追追加加加コココンンンポポポーーーネネネンンントトト
この製品は電子システムの一部であり、完全操作を
行うためには次の追加コンポーネントが必要です。
• お使いのソナー モジュールと互換性があるト
ランスデューサに関する詳細は、Web サイト
(www.raymarine.com) を参照してください。
CP370ソナーモジュールとのトランスデューサ
の併用に適用される地域的な制限については、
「 CP370: EMC適合」を参照してください。
トランスデューサケーブルの一覧については、
「10.1スペアおよび付属品」を参照してくださ
い。

• 互換性のある Raymarine 多機能ディスプレイ
互換性のある製品の一覧については、「3.3 互
換性のある多機能ディスプレイ」を参照して
ください。

• データケーブル。適切なケーブルについては、
「章 4 ケーブルと接続部」を参照してくださ
い。設置方法によっては、データ、電源、トラ
ンスデューサケーブルの延長が必要になる場合
もあります。詳細については、「章 4ケーブル
と接続部」および「章 10スペアおよび付属品」
セクションを参照してください。

CP370: EMC 適適適合合合

重重重要要要: * EMCへの適合を確保するため、下の表の
トランスデューサは、次の地域で CP370と併用
するための認定を受けていません。
• オーストラリア
• ニュージーランド
• 欧州経済地域 (EEA)の加盟国・地域
• 欧州自由貿易連合国 (アイスランド、リヒテン
シュタイン、ノルウェー、スイス)

• EMC指令の適合が義務付けられているすべて
の国。

はっきりしない場合は、Raymarine テクニカル
サポートにお問い合わせください。

上記の地域で、CP370と併用するための認定を受
けていないトランスデューサ:
• E66054 (P66、プラスチック、トランサム装着)
• E66008 (P79、プラスチック、船体内)
• A66091 (B744V、ブロンズ、船底貫通)
• A66092 (B744VL、ブロンズ、船底貫通)
• E66013 (P319、プラスチック、船底貫通)
• E66014 (B117、ブロンズ、船底貫通)
• E66085 (B60–20°、ブロンズ、チルト要素、船
底貫通)

• E66086 (B60–12°、ブロンズ、チルト要素、船
底貫通)
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3.3互互互換換換性性性のののあああるるる多多多機機機能能能デデディィィスススプププレレレイイイ
お使いのソナー モジュールと互換性のある
Raymarine多機能ディスプレイは次のとおりです。

多多多機機機能能能デデディィィ
スススプププレレレイイイ CP370 CP470 CP570
gS Series ● ● ●

eS Series ● ● ●

e Series ● ● ●

c Series ● ● ●

a Series ● ● ●

E-Series ワ
イドスク
リーン

● 互換性な
し

互換性な
し

C-Series ワ
イドスク
リーン

● 互換性な
し

互換性な
し

G-Series ● 互換性な
し

互換性な
し

Eクラシッ
ク

● 互換性な
し

互換性な
し

Cクラシッ
ク

互換性な
し

互換性な
し

互換性な
し

3.4ソソソフフフトトトウウウェェェアアアアアアッッップププデデデーーートトト
製品上で実行されているソフトウェアは更新する
ことができます。
• Raymarineでは、製品のパフォーマンスを向上
させ、新機能を追加するために、定期的にソフ
トウェアアップデートをリリースしています。

• お使いの製品のソフトウェアを更新するには、
接続された互換性のある多機能ディスプレイ
を使用できます。

• 最新のソフトウェアアップデートおよびお使い
の製品のソフトウェアアップデート手順につい
ては、www.raymarine.com/software/ を参照し
てください。

• 製品ソフトウェアのアップデート方法に関する
正しい手順がわからない場合は、担当業者また
は Raymarineテクニカルサポートにお問い合わ
せください。

警警警告告告: ソソソフフフトトトウウウェェェアアアアアアッッップププデデデーーートトトののの
ダダダウウウンンンロロローーードドド
ソフトウェア アップデート プロセス
は、ユーザーご自身の責任で行ってくだ
さい。アップデート プロセスを開始す
る前に、重要なすべてのファイルをバッ
クアップするようにしてください。
ユニットに信頼性の高い電源があり、
アップデート プロセスが中断されない
ことを確認してください。
不完全なアップデートに起因する損傷
は、Raymarine の保証の対象外となり
ます。
ソフトウェアアップデートパッケージ
をダウンロードすることで、これらの条
件に同意したと見なされます。

設置の計画 19
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3.5 必必必要要要ななな工工工具具具類類類
製品の設置には次の工具が必要です。

項項項目目目 説説説明明明 数数数量量量

電気ドリル 1

ポジドライブスク
リュードライバー

1

適切なサイズのドリ
ルビット*

1

粘着テープ 1

注注注意意意: *適切なサイズのドリルビットは、設置面
の厚さと材質によって異なります。

3.6 シシシススステテテムムムののの接接接続続続例例例
以下のシステム接続例は、お使いのソナー モ
ジュールに適用されます。

例例例: 基基基本本本シシシススステテテムムム

D13252-2

1

2

3

項項項目目目 説説説明明明
1 互換性のある Raymarine多機能ディス

プレイ
2 ソナーモジュール (図は CP470)
3 トランスデューサ
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例例例: 拡拡拡張張張型型型シシシススステテテムムム

��

 SeaTalkhs / RayNet

SeaTalkng

D13253-2

Se
aT

al
kn

g

 SeaTalk hs / R
ayN

et

1

2

3

4

5 6

7 8

項項項目目目 説説説明明明
1 ソナーモジュール (図は CP470)
2 Raymarineネットワークスイッチ
3 デジタルレードーム
4 互換性のある Raymarine多機能ディス

プレイ
5 トランスデューサ
6 アクチュエータ制御ユニット (ACU)
7 EVユニット
8 SeaTalkng パイロットコントローラ

注注注意意意: ソナー モジュール接続方法の詳細につ
いては、「章 4 ケーブルと接続部」を参照し
てください。

3.7 警警警告告告おおおよよよびびび注注注意意意

重重重要要要: 本書の「章 1重要な情報」の項に記載され
ている警告と注意に目を通し、内容を理解して
から先に進んでください。
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3.8 場場場所所所全全全般般般ににに関関関すすするるる必必必要要要条条条件件件
製品の適切な設置場所を選択する際の重要な考
慮事項
この製品はデッキの上下に取り付けるのに適し
ています。
この製品は、次の条件を満たす場所に取付けて
ください。
• 物理的損傷や過度の振動から保護されている。
• 風通しがよく、熱源となる場所から離れている。
• 機関室や燃料タンク、ガスロッカーなど、発火
源となり得る場所から離れている。

製品の設置場所を選ぶ際は、次の点を考慮して、安
心して問題なく操作できるよう心がけてください。
• アアアクククセセセススス—ケーブルを鋭角に曲げることなく、
製品に接続するのに十分なスペースがあること
を確認してください。

• 診診診断断断— 診断用の LED がすぐに見える場所に製
品を設置してください。

注注注意意意: 診断用の LED が装備されていない製
品もあります。詳細については、「章 6 シ
ステム確認とトラブルシューティング 」を
参照してください。

• 電電電気気気的的的干干干渉渉渉— モータ、発電機、無線送受信機
など、干渉を起こす可能性がある機器から離し
て設置してください。

• 磁磁磁気気気コココンンンパパパススス— 本製品と船舶上のコンパスの
間で適切な距離を保つためのガイドラインは、
本書の「コンパス安全距離」のセクションを参
照してください。

• 電電電源源源—ケーブル配線を最短に抑えるため、船舶
の DC 電源にできるだけ近い場所に製品を設置
するようにしてください。

• 設設設置置置面面面—製品がしっかりとした設置面に適切に
固定されていることを確認してください。この
製品の技術仕様に記載されている重量情報を参
照し、対象の設置面が製品重量に耐えられるこ
とを確認してください。船舶の構造に損傷を与
えるような場所にユニットを設置したり穴を開
けたりしないでください。

ケケケーーーブブブルルル配配配線線線ににに関関関すすするるる必必必要要要条条条件件件
システム ケーブルを設置する前に、次の点を考
慮してください。
• ユニットには、電源ケーブル、トランスデュー
サケーブル、ネットワークケーブルを接続する
必要があります。

• トランスデューサケーブルは、ソナーモジュー
ルをトランスデューサと直接接続できる至近距離
に設置できない場合にのみ延長してください。

• すべてのケーブルをしっかりと固定し、物理的
損傷が生じたり熱に触れたりすることがないよ
うに保護する必要があります。

• ケーブルを鋭角に曲げないでください。
• むきだしの隔壁やデッキヘッドにケーブルを渡
すときは、防水加工のフィードスルーを使用し
てください。

• 結束ひもやケーブル結束バンドなどでケーブルを
定位置に固定してください。余分なケーブルは巻
き取り、邪魔にならないように括ってください。

• ビルジや出入口、または移動物体や熱い物体の
近くにケーブルを配線しないでください。

• エンジンや蛍光灯の近くにケーブルを配線し
ないでください。

ケーブル経路を決めるときは、常に次の物から最
大限に遠ざけることを心がけてください。
• 他の機器やケーブル
• 高電流が流れる AC / DC 送電線
• アンテナ

コココンンンパパパススス安安安全全全距距距離離離
船舶の磁気コンパスとの干渉が発生しないように、
製品から適度な距離を置くようにしてください。
製品を設置するのに適切な場所を選択する際は、
コンパスとの距離をできるだけ広く取るように
してください。通常はすべての方向から 1 m (3
フィート)以上の距離を取るのが理想です。しかし
一部の小型船舶では、コンパスからこれだけ離れ
た距離に製品を設置するのが不可能な場合もあり
ます。そのような状況では、製品の設置場所を選
択する際に、電源を入れた状態でコンパスが製品
の影響を受けていないことを確認してください。
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3.9 製製製品品品寸寸寸法法法

CP370 ののの寸寸寸法法法

A D

C

E

D13247-2

B

項項項目目目 寸寸寸法法法
A 299.4 mm (11.79インチ)
B 188.0 mm (7.4インチ)
C 201.5 mm (7.9インチ)
D 84.4 mm (3.3インチ)
E 80.0 mm (3.1インチ)

CP470 ののの寸寸寸法法法

A D

C

E

D13247-2

B

項項項目目目 寸寸寸法法法
A 299.4 mm (11.79インチ)
B 188.0 mm (7.4インチ)
C 205.6 mm (8.1インチ)
D 84.4 mm (3.3インチ)
E 80.0 mm (3.1インチ)

CP570 ののの寸寸寸法法法

A D

C

E

D13312-1

B

項項項目目目 寸寸寸法法法
A 352.5 mm (13.9インチ)
B 235 mm (9.3インチ)
C 248.1 mm (9.8インチ)
D 109.9 mm (4.3インチ)
E 80.0 mm (3.1インチ)

設置の計画 23
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章章章 4: ケケケーーーブブブルルルととと接接接続続続部部部

目目目次次次
• 4.1 敷設時の一般的なガイダンス ( 26 ページ)
• 4.2 接続の概要 ( 27 ページ)
• 4.3 電源接続 ( 27 ページ)
• 4.4 トランスデューサ接続 ( 30 ページ)
• 4.5 ネットワーク接続 ( 33 ページ)
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4.1敷敷敷設設設時時時ののの一一一般般般的的的なななガガガイイイダダダンンンススス

ケケケーーーブブブルルルののの種種種類類類ととと長長長さささ
適切な種類、および適切な長さのケーブルを使用
することが大切です。
• 特に明記しない限り、Raymarineから支給され
ている正しい種類の標準ケーブルのみを使用し
てください。

• Raymarine製ではないケーブルの場合は、品質
と規格が適切であることを確認してください。
たとえば電源ケーブルが長くなると、伝送路の
電圧降下を最小限に抑えるために、大きな番線
が必要になることがあります。

ケケケーーーブブブルルルののの配配配線線線
ケーブルの性能と寿命を最大限に生かすために、
ケーブルは正しく配線してください。
• ケーブルを過度に折り曲げないようにしてくだ
さい。可能な限り、最小曲げ径 200 mm (8イン
チ) / 最小曲げ半径 100mm (4 インチ) を確保し
てください。

100 mm (4 in)

200 mm (8 in)

• 物理的損傷が生じたり熱に触れたりすることが
ないようにすべてのケーブルを保護します。可
能であれば被覆やコンジットを使用してくださ
い。ビルジや出入口、または移動物体や熱い物
体の近くにケーブルを配線しないでください。

• 結束ひもやケーブル結束バンドなどでケーブルを
定位置に固定してください。余分なケーブルは巻
き取り、邪魔にならないように括ってください。

• むきだしの隔壁やデッキヘッドにケーブルを渡
すときは、適切な防水加工のフィードスルー
を使用してください。

• エンジンや蛍光灯の近くにケーブルを配線し
ないでください。

ケーブル経路を決めるときは、常に次の物から最
大限に遠ざけることを心がけてください。
• 他の機器やケーブル
• 高電流が流れる AC / DC 送電線
• アンテナ

ススストトトレレレイイインンンリリリリリリーーーフフフ
十分なストレイン リリーフ (張力緩和) を確保し
てください。コネクタが引っ張られないように保
護し、極限海面状況でも抜けないことを確認し
てください。

回回回路路路ののの分分分離離離
直流電流と交流電流の両方を使用する場合、適切
な回路分離が必要になります。
• PC、プロセッサ、ディスプレイ、その他の精
密電子計器または装置を稼動する際には、必

ず絶縁変圧器か独立した電力変換器を使用し
てください。

• Weather FAXオーディオケーブルには必ず絶縁
変圧器を使用してください。

• サードパーティ製のオーディオアンプを使用す
る際には、必ず独立した電源をご使用ください。

• 信号線の光分離には、必ず RS232/NMEA コン
バータを使用してください。

• PCまたはその他の精密電子装置には、必ず専用
の電源回路を確保してください。

ケケケーーーブブブルルル遮遮遮蔽蔽蔽
すべてのデータ ケーブルが適切に遮蔽されてお
り、損傷がない (狭い場所を無理に通したためにこ
すれたりしていない)ことを確認してください。

抑抑抑制制制フフフェェェララライイイトトト
• Raymarineのケーブルには、抑制フェライトがあ
らかじめ装備されている、または付属しているも
のがあります。抑制フェライトは、EMC性能を
正常に保つために大切な働きをします。ケーブ
ルに対してフェライトが別途提供されている (装
着されていない)場合は、付属の指示に従って、
このフェライトを装着する必要があります。

• なんらかの理由（例：設置または保守作業時）
で、フェライトを取り外す必要がある際には、
製品をご使用になる前に必ず元の場所にフェラ
イトを取り付けてください。

• Raymarine、または正規の Raymarine 販売店で
販売する、純正部品のフェライトのみをご使
用ください。

• 設置の際には複数のフェライトをケーブルに追加
する必要がありますが、ケーブルへの余分な重量
によってコネクタに負担がかかるのを防ぐため、
追加のケーブルクリップを使用してください。
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4.2 接接接続続続ののの概概概要要要
ソナー モジュールのケーブル接続を以下に示し
ます。

CP370 ソソソナナナーーーモモモジジジュュューーールルル

D13265-2

1 2 3

CP470 ソソソナナナーーーモモモジジジュュューーールルル

1 2 3 4
D13264-2

CP570 ソソソナナナーーーモモモジジジュュューーールルル

D13314-2

1 2 3

項項項目目目 説説説明明明
1 ネットワーク接続
2 電源接続
3 トランスデューサ接続
4 追加の接地点 (CP470のみ)

接接接続続続
以下の手順に従って、ケーブルを製品に接続し
ます。
1. 船舶の電源スイッチがオフであることを確認

します。
2. ユニットに接続されている装置が、装置に付属

の設置指示に従って設置されていることを確
認してください。

3. 向きが正しいことを確認しながら、ケーブルコ
ネクタをしっかりと対応するユニットのコネ
クタに押し込みます。

4. 固定用環を時計回りに回して、ケーブルを固
定します。

4.3 電電電源源源接接接続続続
常に製品に付属の電源ケーブルを使用してくだ
さい。

1

2

3
D13254-2

項項項目目目 説説説明明明
1 赤の正のワイヤ
2 接地
3 黒の負のワイヤ

1 2

3 4

D13255-2

項項項目目目 説説説明明明
1 電源
2 ソナーモジュール (図は CP470)
3 船舶の RF接地
4 トランスデューサ

このユニットは、10.2V～ 32Vの DCの「負」ま
たは「浮動型」接地電源システムで使用すること
を目的としています。
Raymarineでは、すべての電源接続に配電盤を使
用することをお勧めします。すべての機器は、次の
いずれかの条件を満たしている必要があります。
• 回路保護が付いたサーキットブレーカまたはス
イッチから電源供給を受けている (5 A)。または

• 赤の正の電源ケーブルに接続されたスロー ブ
ロー (遅延型)インラインヒューズ (5 A)から電
源供給を受けている。

ユニットには電源スイッチがありません。電源
ケーブルを船舶の電源に接続することで、電源
が投入されます。

ケーブルと接続部 27



注注注意意意: ユニットは、必要に応じて電源ケーブルを
簡単に取り外せるように取り付けてください。ユ
ニットが手の届きにくい場所に設置されている
場合は、手の届きやすい場所に電源接続のオン/
オフスイッチを設置することをお勧めします。

電電電源源源ケケケーーーブブブルルルののの延延延長長長
本製品には電源ケーブルが付属しており、必要に
応じて延長することができます。
• システムの各ユニットの電源ケーブルは、別々
に、ユニットから船舶のバッテリ/配電盤をつな
ぐ 1 本の 2 線式ケーブルとして配線する必要
があります。

• Raymarineでは、どのような長さにケーブルを
延長する場合も、最最最低低低ワイヤ ゲージを 18AWG
(0.82 mm2)に抑えることをお勧めします。

• 電源ケーブルをどれだけ延長する場合でも、製
品の電源コネクタで、最最最低低低 10.8 V、完全に電気
がなくなったバッテリで 11 Vの電圧が連続して
得られることを確認してください。

重重重要要要: お使いのシステムの一部の製品 (ソナーモ
ジュールなど)では、特定の時間帯にピーク電圧
になり、そのためにピーク時に他の製品で使用
できる電圧に影響が出る場合があります。

ブブブレレレーーーカカカ、、、ヒヒヒュュューーーズズズおおおよよよびびび回回回路路路ののの保保保護護護
下記の情報は、お使いの製品を保護するための指
針として提供されています。例として提供されて
いる図は、一般的な船舶の電源配置図です。適切
なレベルの保護が確保されているかどうか不明な
場合は、正規の Raymarine 販売店にサポートを
ご依頼ください。

配配配電電電盤盤盤ののの接接接続続続
お使いの製品は、サーマルブレーカまたはヒュー
ズ経由で船舶の配電盤から配線することをお勧
めします。

D13017-1

2 31

4 5

6 7

1. 船舶の電源 正 (+)
2. インラインヒューズ (お使いの製品には、電源

ケーブルにヒューズが内蔵されている場合が
あります。)

3. 製品の電源ケーブル
4. 船舶の電源 負 (-)
5. * ドレイン ワイヤ
6. 船舶の配電盤
7. * 船舶の RF 接地点接続

注注注意意意: *製品の電源ケーブルにドレインワイヤが
装備されている製品にのみ適用されます。

サササーーーマママルルルブブブレレレーーーカカカ定定定格格格

5 A (接続する装置が 1台の場合)

RF 接接接地地地使使使用用用のののバババッッッテテテリリリ接接接続続続
お使いの船舶に配電盤が装備されていない場合、
船舶の RF接地点に接続したドレインワイヤを用
いて製品を直接バッテリに接続することができる
場合があります。

D13018-1

2 4 51 3

6 7

1. 船舶の電源 正 (+)
2. 船舶の電源 負 (-)
3. インラインヒューズ (お使いの製品の電源ケー

ブルにヒューズが内蔵されていない場合は、イ
ンラインヒューズを装着してください)。

4. * ドレイン ワイヤ
5. 製品の電源ケーブル
6. 船舶のバッテリ
7. * 船舶の RF 接地点接続

注注注意意意: *製品の電源ケーブルにドレインワイヤが
装備されている製品にのみ適用されます。

RF 接接接地地地不不不使使使用用用のののバババッッッテテテリリリ接接接続続続
お使いの船舶に配電盤も RF 接地点もない場合、
バッテリの負の端子に接続したドレインワイヤを
用いて製品を直接バッテリに接続することがで
きる場合があります。

D13019-1

2 4 51 3

6

1. 船舶の電源 正 (+)
2. 船舶の電源 負 (-)
3. インラインヒューズ (お使いの製品の電源ケー

ブルにヒューズが内蔵されていない場合は、イ
ンラインヒューズを装着してください)。

4. * ドレイン ワイヤは船舶の電源の負極側に接
続します。

5. 製品の電源ケーブル
6. 船舶のバッテリ

注注注意意意: *製品の電源ケーブルにドレインワイヤが
装備されている製品にのみ適用されます。
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ブブブレレレーーーカカカののの共共共有有有
2台以上の機器でブレーカを共有する場合は、個々
の回路を保護する必要があります。例：各電源回
路のインラインヒューズを接続している場合など

D11637-2

2

4 4

1

3

+ -

1 正の (+)バー
2 負の (-)バー
3 サーキットブレーカ
4 ヒューズ

できるだけ機器を一緒にせず、別々に個別のサー
キットブレーカに接続することを心がけてくださ
い。別々に接続することが難しい場合は、別々
のインラインヒューズを使用して十分に保護し
てください。

通通通告告告: 製製製品品品ののの接接接地地地
電源を投入する前に、本製品が付属の指
示に従って正しく接地されていることを
確認してください。

接接接地地地— 専専専用用用ドドドレレレイイインンンワワワイイイヤヤヤ
本製品に付属の電源ケーブルには、船舶の RF 接
地点に接続するための専用シールド (ドレイン)ワ
イヤが含まれています。
有効な RF 接地点をシステムに接続することが重
要です。すべての機器に単一の接地点を使用して
ください。ユニットを接地するには、電源ケーブ
ルのシールド (ドレイン)ワイヤを船舶の RF接地
点に接続します。RF 接地システムのない船舶で
は、シールド (ドレイン)ワイヤをバッテリのマイ
ナス側に直接接続してください。
DC 電源システムには、次のいずれかを使用しま
す。
• マイナス接地で、マイナスのバッテリ端子を船
舶のアース端子に接続する。

• 浮動型で、いずれのバッテリ端子も船舶のアー
ス端子には接続しない。

通通通告告告: 正正正ののの接接接地地地シシシススステテテムムム
正の接地を使用しているシステムにこの
ユニットを接続しないでください。

接接接地地地 — 追追追加加加ののの専専専用用用ドドドレレレイイインンン ワワワイイイヤヤヤががが必必必要要要
(CP470 のののみみみ)
CP470 には、追加の専用ドレイン ワイヤが必要
です。このワイヤは、製品の電源ケーブルの一
部であるドレイン ワイヤ (シールド) を補足する
ものです。

CP470ソソソナナナーーー　　　モモモジジジュュューーールルル—追追追加加加ののの接接接地地地接接接続続続

D13308-1

5

1

2

3

4

項項項目目目 説説説明明明
1 ナット
2 スプリングワッシャ
3 ワッシャ
4 追加のドレインワイヤ
5 製品の追加の接地点

追加のドレインワイヤの一端をお使いの製品に接
続します。製品の追加の接地点を見つけるには、
本書の接続例を参照してください。
追加のドレインワイヤのもう一端を電源ケーブル
のドレイン ワイヤ (シールド) と同じ接地点に接
続します。これは船舶の RF 接地点か、RF 接地
点のない船舶の場合はマイナスのバッテリ端子
になります。
DC 電源システムには、次のいずれかを使用しま
す。
• マイナス接地で、マイナスのバッテリ端子を船
舶のアース端子に接続する。

• 浮動型で、いずれのバッテリ端子も船舶のアー
ス端子には接続しない。

複数のものを接地する必要がある場合、初めに 1
つの場所にまとめて接続しておきます（例：ス
イッチパネル内）。この接続点は、単一かつ適切
な定格量のコンダクタを経由して、ボートの共有
RF 接地点に接続しておきます。

実実実装装装
地面（接続または非接続）への行路に対する最低
限の必要条件としては、すずめっき平編銅線を経
由しており、定格量は 30 A (1/4 インチ)以上とし
ます。この条件を満たすのが難しい場合は、同等
の撚りワイヤコンダクタを利用して以下の割合で
ご使用ください。
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• 1 m (3フィート)以下の場合、6 mm2 (#10 AWG)
以上を使用。

• 1 m (3フィート)以上の場合、8 mm2 (#8 AWG)
以上を使用。

いずれの接地システムを使うにしても、接続用の
編組み線またはワイヤは必ず可能な限り短くし
てください。

参参参考考考資資資料料料
• ISO10133/13297
• BMEA 行動規定
• NMEA 0400

4.4 トトトララランンンスススデデデュュューーーサササ接接接続続続

通通通告告告: トトトララランンンスススデデデュュューーーサササケケケーーーブブブルルル
製品の電源が入っている状態でトランス
デューサ ケーブルを取り外さないでく
ださい。この状態でケーブルを抜くと火
花が散ることがあります。製品の電源が
入っているのに誤ってトランスデューサ
ケーブルを抜いてしまった場合は、製品
の電源を切り、ケーブルを差し込んでか
ら電源を入れ直してください。

警警警告告告: トトトララランンンスススデデデュュューーーサササケケケーーーブブブルルルををを
切切切断断断しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。
• トランスデューサ ケーブルを切断す
ると、ソナーの性能が大幅に低下しま
す。ケーブルを切断した場合、交換が
必要です。切断されたケーブルは修理
できません。

• トランスデューサ ケーブルを切断す
ると、保証および欧州の CEマークの
法的効力が無効になります。

CP370 トトトララランンンスススデデデュュューーーサササののの接接接続続続
CP370は、従来型のトランスデューサと併用する
ための ClearPulseTM ソナーモジュールです。
トランスデューサは、トランスデューサに付属の
説明書に従って設置してください。

従従従来来来型型型のののトトトララランンンスススデデデュュューーーサササ接接接続続続

1

3

D13256-2

2

項項項目目目 説説説明明明
1 CP370
2 延長ケーブル (オプション)
3 トランスデューサ
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デデデュュュアアアルルルトトトララランンンスススデデデュュューーーサササ接接接続続続

1

6

D13257-2

2

3 4

5

項項項目目目 説説説明明明
1 CP370
2 デュアル速度および温度従来型トラン

スデューサケーブル (品番 E66022)
3 ケーブル－トランスデューサ接続
4 ケーブル－トランスデューサ接続
5 従来型トランスデューサ (例深度など)
6 従来型トランスデューサ (例速度と温

度など)

CP370 ソナー モジュールと互換性があるト
ランスデューサに関する詳細は、Web サイト
(www.raymarine.com)を参照してください。
トランスデューサ ケーブルの一覧については、
「10.1スペアおよび付属品」を参照してください。

CP470 / CP570トトトララランンンスススデデデュュューーーサササののの接接接続続続
CP470は、ブロードバンド型トランスデューサと
併用するための ClearPulseTM CHIRP ブロードバ
ンド型ソナー モジュールです。
CP570は、ブロードバンド型トランスデューサと
併用するためのClearPulseTM CHIRPデュアルチャ
ンネルブロードバンド型ソナーモジュールです。

注注注意意意: Transducer ID® のないトランスデューサは
サポートされていません。
お使いの CP570ソナーモジュールと互換性があ
るトランスデューサに関する詳細は、Webサイ
ト (www.raymarine.com)を参照してください。

重重重要要要: トランスデューサは、トランスデューサに
付属の説明書に従って設置してください。

次の接続例は CP470 ソナー モジュールを使用し
たものですが、CP570 ソナー モジュールにも適
用されます。

ブブブロロローーードドドバババンンンドドド型型型トトトララランンンスススデデデュュューーーサササののの接接接続続続

1

3

D13258-2

2

項項項目目目 説説説明明明
1 CP470
2 延長ケーブル (オプション)
3 ブロードバンド型トランスデューサ

デデデュュュアアアルルルブブブロロローーードドドバババンンンドドド型型型 (単単単一一一要要要素素素) トトトララランンンススス
デデデュュューーーサササののの接接接続続続

1

6

D13259-2

2

3 4

5

項項項目目目 説説説明明明
1 CP470
2 ペアの CHIRPトランスデューサ Yケー

ブル (品番 A102146)
3 組み合わせたケーブルのチャンネル B
4 組み合わせたケーブルのチャンネル A
5 ブロードバンド型トランスデューサ
6 ブロードバンド型トランスデューサ

トトトララランンンスススデデデュュューーーサササペペペアアアののの接接接続続続

トトトララランンンスススデデデュュューーー
サササペペペアアアののの周周周波波波
数数数

ケケケーーーブブブルルルチチチャャャ
ンンンネネネルルル A

ケケケーーーブブブルルルチチチャャャ
ンンンネネネルルル B

低/高 低周波トラン
スデューサ

高周波トラン
スデューサ

低/中 低周波トラン
スデューサ

中周波トラン
スデューサ

中/高 中周波トラン
スデューサ

高周波トラン
スデューサ
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注注注意意意: トランスデューサのペアを装着する際は、
トランスデューサ ケーブルのチャンネル A と
チャンネル B が、上の表に示すとおり該当す
るトランスデューサに接続されていることを確
認してください。

シシシンンングググルルルブブブロロローーードドドバババンンンドドド型型型 (単単単一一一要要要素素素) トトトララランンンススス
デデデュュューーーサササののの接接接続続続

1

3

D13315-1

2

項項項目目目 説説説明明明
1 CP470
2 シングル B75/B175操作ケーブル (品番

A80328)
3 ブロードバンド型トランスデューサ

デデデュュュアアアルルルトトトララランンンスススデデデュュューーーサササ接接接続続続

1

6

D13316-1

2

3 4

5

項項項目目目 説説説明明明
1 CP470
2 デュアル速度および温度 CHIRP型トラ

ンスデューサケーブル (品番 A80345)
3 ケーブル－トランスデューサ接続
4 ケーブル－トランスデューサ接続
5 ブロードバンド型トランスデューサ
6 速度および温度トランスデューサ

デデデュュュアアアルルルブブブロロローーードドドバババンンンドドド型型型 (単単単一一一要要要素素素) トトトララランンンススス
デデデュュューーーサササののの接接接続続続 (速速速度度度/温温温度度度トトトララランンンスススデデデュュューーーサササををを使使使用用用)

1

9

D13317-1

2

6 7

8

3 4

5 10

項項項目目目 説説説明明明
1 CP470
2 デュアル速度および温度 CHIRP型トラ

ンスデューサケーブル (品番 A80345)
3 ケーブル－ Yケーブル (A102146)接続
4 ケーブル－トランスデューサ接続
5 ペアの CHIRPトランスデューサ Yケー

ブル (品番 A102146)
6 組み合わせたケーブルのチャンネル B
7 組み合わせたケーブルのチャンネル A
8 ブロードバンド型トランスデューサ
9 ブロードバンド型トランスデューサ
10 速度および温度トランスデューサ

トトトララランンンスススデデデュュューーーサササペペペアアアののの接接接続続続

トトトララランンンスススデデデュュューーー
サササペペペアアアののの周周周波波波
数数数

ケケケーーーブブブルルルチチチャャャ
ンンンネネネルルル A

ケケケーーーブブブルルルチチチャャャ
ンンンネネネルルル B

低/高 低周波トラン
スデューサ

高周波トラン
スデューサ

低/中 低周波トラン
スデューサ

中周波トラン
スデューサ

中/高 中周波トラン
スデューサ

高周波トラン
スデューサ

注注注意意意: トランスデューサのペアを装着する際は、
トランスデューサ ケーブルのチャンネル A と
チャンネル B が、上の表に示すとおり該当す
るトランスデューサに接続されていることを確
認してください。
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シシシンンングググルルルブブブロロローーードドドバババンンンドドド型型型 (単単単一一一要要要素素素) トトトララランンンススス
デデデュュューーーサササののの接接接続続続 (速速速度度度/温温温度度度トトトララランンンスススデデデュュューーーサササををを使使使用用用)

1

6

D13318-1

2

3 4
5

7

項項項目目目 説説説明明明
1 CP470
2 デュアル速度および温度 CHIRP型トラ

ンスデューサケーブル (品番 A80345)
3 ケーブル－ケーブル (A80328)接続
4 ケーブル－トランスデューサ接続
5 シングル B75/B175操作ケーブル (品番

A80328)
6 速度および温度トランスデューサ
7 ブロードバンド型トランスデューサ

お使いのソナーモジュールと互換性があるトラン
スデューサに関する詳細は、Raymarine Webサイ
ト (www.raymarine.com)を参照してください。
トランスデューサ ケーブルの一覧については、
「10.1スペアおよび付属品」を参照してください。

トトトララランンンスススデデデュュューーーサササケケケーーーブブブルルルののの延延延長長長
設置方法によっては、トランスデューサケーブル
を延長する必要がある場合があります。
• 適切なトランスデューサ延長ケーブルの一覧に
ついては、「章 10 スペアおよび付属品」を参
照してください。

• Raymarineでは、1本のトランスデューサケー
ブルにつき、ケーブル延長を最大 1 つにする
ことをお勧めします。

• 最良のパフォーマンスを得るには、すべての
ケーブル長を最低限に抑えてください。

幅幅幅広広広ビビビーーームムムのののトトトララランンンスススデデデュュューーーサササののの延延延長長長ケケケーーーブブブルルル
幅広ビームのトランスデューサにはすべて、固定
式の 2 mのケーブルが装備されています。
幅広ビームのトランスデューサをお使いの CHIRP
ソナーモジュールに接続するには、固定式の 2 m
のケーブルと適した延長ケーブルをペアで使用
する必要があります。
ペアにした幅広ビームトランスデューサを設置す
るには、延長ケーブルを Y ケーブルとトランス
デューサの間に配置する必要があります。

4.5 ネネネッッットトトワワワーーーククク接接接続続続
ユニットでエコー音響データを表示するには、互
換性のある Raymarine多機能ディスプレイに接続
する必要があります。

多多多機機機能能能デデディィィスススプププレレレイイイののの接接接続続続
RayNetケーブルを使用して多機能ディスプレイに
接続したユニット

D13261-2

1

3

2

注注注意意意: お使いの製品の接続パネルの外観は、型
式に応じて多少異なります。ネットワーク接続
方法は、RayNet コネクタを使用したすべての
製品で同じです。

項項項目目目 説説説明明明
1 ソナーモジュール (図は CP370)
2 互換性のある Raymarine多機能ディスプ

レイのコネクタパネル
3 RayNetケーブル

多多多機機機能能能デデディィィスススプププレレレイイイ構構構成成成 (延延延長長長ケケケーーーブブブルルル)
1つのネットワークケーブル配線に必要な長さが
20 m (65.6フィート)を超える場合は、RayNet (オ
ス)－ (オス)アダプタケーブルを使用して RayNet
ケーブルを一緒に接続します。

D13262-2

1

3

3

2

4

注注注意意意: お使いの製品の接続パネルの外観は、型
式に応じて多少異なります。ネットワーク接続
方法は、RayNet コネクタを使用したすべての
製品で同じです。

項項項目目目 説説説明明明
1 ソナーモジュール (図は CP370)
2 互換性のある Raymarine多機能ディスプ

レイのコネクタパネル
3 RayNetケーブル
4 RayNet (オス)－ (オス)アダプタケーブル
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複複複数数数ののの多多多機機機能能能デデディィィスススプププレレレイイイののの構構構成成成
Raymarine ネットワーク スイッチを使用して、
複数の多機能ディスプレイを接続することがで
きます。

注注注意意意: ネットワーク ケーブルと接続が、ネット
ワーク ハードウェアに付属のケーブル タイを
使用して、しっかりと固定されていることを確
認してください。

2 3

1

54

2 2

D13263-2

注注注意意意: お使いの製品の接続パネルの外観は、型
式に応じて多少異なります。ネットワーク接続
方法は、RayNet コネクタを使用したすべての
製品で同じです。

項項項目目目 説説説明明明
1 ソナーモジュール (図は CP370)
2 RayNetケーブル
3 RayNetネットワークスイッチ
4 互換性のある Raymarine多機能ディスプ

レイのコネクタパネル
5 互換性のある追加の Raymarine多機能

ディスプレイのコネクタパネル

使用可能なネットワークハードウェアとケーブル
の詳細については、「章 10スペアおよび付属品」
を参照してください。
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章章章 5: 取取取りりり付付付けけけ

目目目次次次
• 5.1 取り付け ( 36 ページ)
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5.1 取取取りりり付付付けけけ

重重重要要要: お使いの製品に付属の固定ネジが、設置面
に適していない場合があります。設置を完了す
る前に、取り付けられた製品の安全性と完全性
を確認してください。必要に応じて、交換用ま
たは追加の取付ネジを入手し、しっかりと設置
されていることを確認してください。

ユユユニニニッッットトトののの設設設置置置
適切な設置場所を選択したら、次の方法でユニッ
トを設置します。

注注注意意意: Raymarineでは、ユニットを垂直に設置す
ることをお勧めします。

1. 粘着テープで必要な場所に取り付け用テンプ
レートを固定します。
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2. テンプレートの印が付いた場所に 4 つの穴を
開けます。
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3. 取り付け用テンプレートを外します。
4. 穴の半分ぐらいまで取り付けネジをねじ込みま

す。
5. 取り付けネジの上にユニットを配置します。
6. ユニットを押してユニットのキースロットには

め込みます。

7. ネジを締めます (図は CP370)。
1 2 3

D13248-2

注注注意意意: ドリル ビット、栓のサイズ、締め付けト
ルクは、ユニットが取り付けられている材質の
厚さと種類によって異なります。
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章章章 6: シシシススステテテムムム確確確認認認とととトトトラララブブブルルルシシシュュューーーテテティィィンンングググ

目目目次次次
• 6.1 初回時電源投入テスト ( 38 ページ)
• 6.2 トラブルシューティング ( 39 ページ)
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6.1 初初初回回回時時時電電電源源源投投投入入入テテテススストトト
ユニットを正しく設置したら、正常に機能するか
どうかを確認します。
電源を投入してから、ユニットが起動するまでに
約 25秒かかります。電源が入ってから通常の操作
を開始するまで、LEDのステータスインジケータ
は緑で点灯し、通常操作が進行中の場合は緑で点
滅します。LED ステータス インジケータが緑に
点滅しない場合は、このハンドブックのトラブル
シューティングに関する項目を参照してください。
接続された多機能ディスプレイで魚群探知機アプ
リケーションを開き、正常に機能していることを
確認します。

操操操作作作説説説明明明書書書
お使いの製品の詳しい操作方法については、ディ
スプレイに付属のマニュアルを参照してください。

CP370 —旧旧旧型型型ののの多多多機機機能能能デデディィィスススプププレレレイイイのののトトトララランンン
スススデデデュュューーーサササのののセセセッッットトトアアアッッップププ
E クククラララシシシッッッククク、C-Series ワワワイイイドドドスススクククリリリーーーンンン、
E-Series ワワワイイイドドドスススクククリリリーーーンンンまたはG-Series でソ
ナー モジュール/トランスデューサを設定するに
は、次の手順に従ってください。
1. [セットアップ]メニューから該当するトランス

デューサを選択します。
2. 変更が有効になるまで、10秒ほど待ちます。

トトトララランンンスススデデデュュューーーサササののの選選選択択択
メインの魚群探知機画面で、次の操作を実行し
ます。
1. [メメメニニニュュューーー] ボタンを押します。
2. オプションの一覧から [魚魚魚群群群探探探知知知機機機セセセッッットトトアアアッッッ

プププ] を選択します。
3. メニュー オプションの一覧から [トトトララランンンススス

デデデュュューーーサササ設設設定定定] を選択します。
4. [トトトララランンンスススデデデュュューーーサササののの選選選択択択]オプションを使用し

て、使用可能なトランスデューサの中から適切
なトランスデューサを選択します。

重重重要要要: トランスデューサは既定で選択されます
が、これが設置したトランスデューサと同じト
ランスデューサである場合は、リストから再度
選択して、アクティブなトランスデューサにす
る必要があります。
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6.2 トトトラララブブブルルルシシシュュューーーテテティィィンンングググ
トラブルシューティング情報は、海洋電子製品設
置に関連した考えられる原因と必要な是正策を提
供したものです。
Raymarine製品はすべて梱包・出荷前に厳密な試
験と品質保証プログラムを終了しています。しか
し、お手元の製品に問題がある場合、本節を手が
かりに問題の診断と修正を行うことで、正常な動
作に戻せる場合があります。
本書を参照した後もユニットの問題が解決しない
場合は、Raymarineテクニカルサポートにお問い
合わせください。
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ソソソナナナーーーのののトトトラララブブブルルルシシシュュューーーテテティィィンンングググ
ソナーの問題と考えられる原因、およびその解決策を示します。

スススクククロロローーールルル画画画像像像ががが表表表示示示ささされれれななないいい
考考考えええららられれれるるる原原原因因因 考考考えええららられれれるるる解解解決決決策策策

ソナーが無効 音響モジュールのセットアップメニューで、[ピピピンンングググ有有有効効効]を
選択します。

間違ったトランスデューサが選択
されている

[トランスデューサセットアップ]メニューで、正しいトランス
デューサが選択されていることを確認してください。

ケーブルの損傷 1. トランスデューサケーブルコネクタがしっかりと差し込ま
れ、定位置で固定されていることを確認してください。

2. 電源ケーブルとコネクタに損傷や摩耗がないか確認し、必
要があれば交換してください。

3. ユニットの電源が入った状態で、ディスプレイコネクタの
そばのケーブルを曲げてみて、ユニットが再起動/停電する
ようであれば、必要に応じて交換してください。

4. 船舶のバッテリ電圧、バッテリ端子と電源ケーブルの状態
を調べ、接続が安定し、汚れや摩耗がないことを確認しま
す。必要があれば交換してください。

5. 製品に負荷をかけた状態で、マルチメーターを使用して、す
べてのコネクタ/ヒューズ全体の高電圧降下を調べ (魚群探知
機アプリケーションがスクロールを停止したり、ユニット
がリセット/切れる原因となる)、必要があれば交換します。

トランスデューサに損傷、または
接触物がある

トランスデューサの状態を調べ、損傷がないこと、破片/接触
物が付着していないこと、きれいであることを確認し、必要
であれば交換してください。

間違ったトランスデューサが装着
されている

トランスデューサがシステムと互換性があることを確認して
ください。

SeaTalkhs / RayNetネットワークの問題 • ユニットが多機能ディスプレイまたは Raymarineネットワー
クスイッチに正しく接続されていることを確認してくださ
い。クロスオーバーカプラまたはその他のカプラケーブル/ア
ダプタを使用している場合は、すべての接続を調べて、接続
がしっかりとしており、損傷がなく、摩耗がないことを確認
し、必要に応じて交換してください。

機器間のソフトウェアの不一致に
よって通信に問題が起きている可能
性があります。

すべての Raymarine 製品で最新の使用可能なソフトウェ
アが使用されているかどうか調べ、Raymarine Web サイト
(www.raymarine.com/software)にアクセスして、ソフトウェアの互換
性を確認してください。

深深深度度度値値値ががが読読読みみみ取取取ららられれれててていいいななないいい / 下下下部部部ののの固固固定定定ががが失失失わわわれれれたたた
考考考えええららられれれるるる原原原因因因 考考考えええららられれれるるる解解解決決決策策策

トランスデューサの位置 トランスデューサが、トランスデューサに付属の説明書に従っ
て設置されていることを確認します。

トランスデューサの角度 トランスデューサの角度が大きすぎると、ビームが下部を見落
とすことがあります。トランスデューサの角度を調整して、
再確認してください。

トランスデューサが物に当たった トランスデューサにキックアップメカニズムが使用されてい
る場合は、物に当たった結果キックアップされていないこと
を確認してください。

電源が不十分 製品を積載した状態で、マルチメーターを使用して、電源電圧
をユニットにできるだけ近づけ、電流が流れているときの実際
の電圧を設定します。(電源要件については、お使いの製品の技
術仕様を参照してください。)

トランスデューサに損傷、または
接触物がある

トランスデューサの状態を調べ、損傷がないこと、破片/接触物
が付着していないことを確認してください。
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考考考えええららられれれるるる原原原因因因 考考考えええららられれれるるる解解解決決決策策策

ケーブルの損傷 1. ユニットのコネクタが損傷していたり、ピンが曲がってい
ないかを確認してください。

2. ケーブルコネクタがしっかりとユニットに差し込まれ、
ロッキングカラーが定位置で固定されていることを確認
してください。

3. ケーブルとコネクタに損傷や摩耗がないか確認し、必要が
あれば交換してください。

4. ユニットの電源が入った状態で、ディスプレイコネクタの
そばの電源ケーブルを曲げてみて、ユニットが再起動/停電
するようであれば、必要に応じて交換してください。

5. 船舶のバッテリ電圧、バッテリ端子と電源ケーブルの状態
を調べ、接続が安定し、汚れや摩耗がないことを確認しま
す。必要があれば交換してください。

6. 製品に負荷をかけた状態で、マルチメーターを使用して、す
べてのコネクタ/ヒューズ全体の高電圧降下を調べ (魚群探知
機アプリケーションがスクロールを停止したり、ユニット
がリセット/切れる原因となる)、必要があれば交換します。

船舶の速度が高すぎる 船舶の速度を落として、再確認してください。

海底が浅すぎる、または深すぎる 底部の深度がトランスデューサの深度範囲を超えている可能性
があります。必要に合わせて、船舶を浅瀬、または深瀬に移
動し、再確認してください。

画画画像像像ののの低低低下下下 / 問問問題題題

考考考えええららられれれるるる原原原因因因 考考考えええららられれれるるる解解解決決決策策策

船舶が停止中 船舶が静止しているときは、アーチ状の魚は表示されず、ディ
スプレイには直線のように表示されます。

スクロールが一時停止、または速度
設定が低すぎる

一時停止を解除するか、ソナーのスクロール速度を上げてくだ
さい。

感度設定が現在の状況に適していな
い可能性がある

感度設定を調べて調整するか、ソナーのリセットを実行します。

ケーブルの損傷 1. ユニットのコネクタが損傷していたり、ピンが曲がってい
ないかを確認してください。

2. ケーブルコネクタがしっかりとユニットに差し込まれ、
ロッキングカラーが定位置で固定されていることを確認
してください。

3. ケーブルとコネクタに損傷や摩耗がないか確認し、必要が
あれば交換してください。

4. ユニットの電源が入った状態で、ディスプレイコネクタの
そばの電源ケーブルを曲げてみて、ユニットが再起動/停電
するようであれば、必要に応じて交換してください。

5. 船舶のバッテリ電圧、バッテリ端子と電源ケーブルの状態
を調べ、接続が安定し、汚れや摩耗がないことを確認しま
す。必要があれば交換してください。

6. 製品に負荷をかけた状態で、マルチメーターを使用して、す
べてのコネクタ/ヒューズ全体の高電圧降下を調べ (魚群探知
機アプリケーションがスクロールを停止したり、ユニット
がリセット/切れる原因となる)、必要があれば交換します。

トランスデューサの位置 トランスデューサが、トランスデューサに付属の説明書に従っ
て設置されていることを確認します。

トランサム装着のトランスデューサの装着場所が高すぎて、水か
ら浮かび上がっている場合は、滑走中や回転中にトランスデュー
サの表面が完全に水中に浸っていることを確認してください。
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考考考えええららられれれるるる原原原因因因 考考考えええららられれれるるる解解解決決決策策策

トランスデューサが物に当たった トランスデューサにキックアップメカニズムが使用されてい
る場合は、物に当たった結果キックアップされていないこと
を確認してください。

トランスデューサに損傷、または
接触物がある

トランスデューサの状態を調べ、損傷がないこと、破片/接触物
が付着していないことを確認してください。

トランスデューサケーブルの損傷 トランスデューサのケーブルと接続部分に損傷がなく、接続が
しっかりしており、摩耗がないことを確認してください。

トランスデューサ周辺の高速乱流の
ために、トランスデューサの性能に
影響が出ている

船舶の速度を落として、再確認してください。

別のトランスデューサからの干渉 1. 干渉の原因となっているトランスデューサをオフにします。
2. 複数のトランスデューサを離して配置し、距離を広げます。

ユニットの電源障害 電源電圧を確認します。低すぎる場合、ユニットの送信電力に
支障が出ることがあります。

速速速度度度ののの読読読みみみ取取取りりり値値値ががが不不不正正正確確確 (DST トトトララランンンスススデデデュュューーーサササかかかららら)

考考考えええららられれれるるる原原原因因因 考考考えええららられれれるるる解解解決決決策策策

パドルホイール障害 パドルホイールが汚れていないことを確認してください。

速度オフセットが未設定 速度オフセットを追加してください。

キャリブレーションが不正確 機器の再キャリブレーションを行ってください。

トランスデューサに速度要素がない 速度要素を備えたトランスデューサを設置して、速度の読み
取りを可能にしてください。

間違ったトランスデューサが選択さ
れている (速度が表示されていない)

[トランスデューサセットアップ]メニューから速度を測定でき
るトランスデューサを選択してください。
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LED ののの診診診断断断

CP370 / CP470

D13249-2

CP570

D13313-1

ユニットのフロント パネルの LED には、ソナー
モジュールのステータスに関する情報が表示さ
れ、ユニット内で起きた問題をユーザーを通知し
ます。LED は次の色で点滅します。
• 緑緑緑— ユニットが正常に動作していることを示
します。

• オオオレレレンンンジジジ— ユニットの問題について警告しま
す。

• 赤赤赤—ユニットにエラーがあることを示します。
LEDの点滅回数は、LEDステータス表に記載され
ているエラーまたは警告を表すコードです。複数
の警告またはエラーがある場合、コードは 2秒間
隔の点滅パターンで連続して表示されます。
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LED ののの表表表示示示ススステテテーーータタタススス

LEDののの色色色 LEDコココーーードドド ススステテテーーータタタススス ユユユーーーザザザーーー操操操作作作

緑で点
灯

電源がオン
です

• なし (通常の電源投入の所要時間は 1
分未満です。)

緑で 1回
点滅

正常に稼
働していま
す。

• なし

オレン
ジで 1回
点滅

トランス
デューサが
切断されて
います

• トランスデューサケーブルと接続部分
がしっかりと固定されており、損傷が
ないことを確認してください。

• ユニットの電源を切ってから入れ直し
て、トランスデューサ情報を回復し
てください。

• 問題が解決しない場合は、Raymarine
テクニカルサポートにお問い合わせ
ください。

オレン
ジで 2回
点滅

ネットワー
クが検出さ
れません

• ネットワークの電源が入っていること
を確認してください。

• ネットワークケーブルと接続部分が
しっかりと固定されており、損傷がな
いことを確認してください。

• 問題が解決しない場合は、Raymarine
テクニカルサポートにお問い合わせ
ください。

オレン
ジで 3回
点滅

ユニットが
過熱してい
ます

• 設置環境が推奨条件を満たしているこ
とを確認してください。

• 温度が仕様の範囲まで下がると、ユ
ニットは回復します。

• 問題が解決しない場合は、Raymarine
テクニカルサポートにお問い合わせ
ください。

オレン
ジで 4回
点滅

*トランス
デューサが
過熱してい
ます

• 設置環境が推奨条件を満たしているこ
とを確認してください。

• 温度が仕様の範囲まで下がると、ユ
ニットは回復します。

• 問題が解決しない場合は、Raymarine
テクニカルサポートにお問い合わせ
ください。

オレン
ジで 5回
点滅

不足電圧
(<10.2V)

• 電源ケーブルと接続部分がしっかりと
固定されており、損傷がないことを確
認してください。

• 電源ケーブル配線が、推奨設定と一致
していることを確認してください。

• 問題が解決しない場合は、Raymarine
テクニカルサポートにお問い合わせ
ください。

オレン
ジで 6回
点滅

過電圧
(>34.2V)

• 電源レベルが、推奨設定と一致してい
ることを確認してください。

• 問題が解決しない場合は、Raymarine
テクニカルサポートにお問い合わせ
ください。
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LEDののの色色色 LEDコココーーードドド ススステテテーーータタタススス ユユユーーーザザザーーー操操操作作作

オレン
ジで 7回
点滅

*トランス
デューサ ID
読み取りエ
ラー (XID)

• トランスデューサケーブルと接続部分
がしっかりと固定されており、損傷が
ないことを確認してください。

• ユニットの電源を切ってから入れ直し
て、トランスデューサ情報を回復し
てください。

• 問題が解決しない場合は、Raymarine
テクニカルサポートにお問い合わせ
ください。

赤で 1回
点滅

一般エラー • 電圧警告が一緒に表示される場合は、
電源とケーブルを確認してください。

• ユニットの電源を切ってから入れ直し
て、回復を試みてください。

• 問題が解決しない場合は、Raymarine
テクニカルサポートにお問い合わせ
ください。

赤で 2回
点滅

未定義 • 問題が解決しない場合は、Raymarine
テクニカルサポートにお問い合わせ
ください。

赤で 3回
点滅

大気温度が
高すぎます

• 設置環境が推奨条件を満たしているこ
とを確認してください。

• 温度が仕様の範囲まで下がると、ユ
ニットは回復します。

• 問題が解決しない場合は、Raymarine
テクニカルサポートにお問い合わせ
ください。

赤で 4回
点滅

内部データ
ベースの問
題

• ユニットの電源を切ってから入れ直し
て、回復を試みてください。

• 問題が解決しない場合は、Raymarine
テクニカルサポートにお問い合わせ
ください。

注注注意意意: *CP370 には適用されません。

注注注意意意: ソフトウェアのアップグレード プロセス中は LED は緑で点灯し、正常に完了すると、緑
で点滅します。

注注注意意意: 上記の説明以外の LEDシーケンスが表示され、解決しない場合は、Raymarineテクニカルサ
ポートまでお問い合わせください。

ソソソナナナーーーのののリリリセセセッッットトト
リセット機能を使用すると、ユニットが工場出荷
時の初期設定値に戻ります。

注注注意意意: 工場出荷時の設定にリセットすると、速
度と温度のキャリブレーション設定と深度オフ
セットが消去されます。

1. 互換性のある Raymarine多機能ディスプレイを
使用して、魚群探知機アプリケーション ペー
ジに移動します。

2. サイドメニューから [メメメニニニュュューーー]を選択します。
3. [セセセッッットトトアアアッッップププ] を選択します。
4. [音音音響響響セセセッッットトトアアアッッップププ] を選択します。
5. [ソソソナナナーーーのののリリリセセセッッットトト] を選択します。
6. [はははいいい] を選択して確定します。

これでお手元のユニットは工場出荷時設定にリ
セットされます。
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章章章 7: 保保保守守守

目目目次次次
• 7.1 定期点検 ( 48 ページ)
• 7.2 ユニットのクリーニング方法 ( 48 ページ)
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7.1 定定定期期期点点点検検検
次のような定期点検を行ってください。
• 磨耗や切断、切り傷などの損傷の兆候がケーブ
ルにないか検査する。

• ケーブル接続がしっかりと取り付けられてお
り、ロック機構が適切に作動していることを
確認する。

注注注意意意: ケーブルの確認は、電源のスイッチを切っ
た状態で行ってください。

通通通告告告: 高高高電電電圧圧圧
この製品は高電圧製品です。調整を行
うには、正規のサービス技術者のみが使
用できる特別な修理手順と工具が必要に
なります。ユーザーが点検や調整を行え
る部品はありません。オペレータは絶対
にカバーを外したり、自分で製品の修理
を試みないでください。

7.2ユユユニニニッッットトトのののクククリリリーーーニニニンンングググ方方方法法法
ユニットを定期的にクリーニングする必要はあり
ません。ただし、ユニットのクリーニングが必要だ
と判断した場合は、以下の手順に従ってください。
1. 電源のスイッチがオフであることを確認しま

す。
2. 清潔で湿った布でユニットを拭きます。
3. 必要であれば、中性洗剤を付けて付着油脂を

除去します。

トトトララランンンスススデデデュュューーーサササのののクククリリリーーーニニニンンングググ
トランスデューサの底部に海藻類などが付着して、
パフォーマンスを低下させることがあります。海
藻類の蓄積を防ぐため、水生の防汚塗料でトラン
スデューサをコーティングしてください。防汚塗
料は地元の海事関連業者から入手できます。6 カ
月ごと、または航海シーズンの始めに塗料を塗布
し直してください。スマートトランスデューサの
中には、防汚塗料の塗布場所について制限を設け
ているものがあります。業者にご相談ください。

注注注意意意: 塗料を塗布した場合、温度センサーを装備
したトランスデューサが正常に機能しなくなる
ことがあります。

注注注意意意: ケトンベースの塗料は絶対に使用しないで
ください。ケトンは多くのプラスチックを攻撃
することがあり、これによってセンサーが損傷
する可能性があります。

注注注意意意: 絶対にスプレー塗料をトランスデューサに
使用しないでください。スプレーを噴霧すると
小さな気泡が生じ、海事用トランスデューサが
空気中を正しく伝播できなくなります。

柔らかい布と家庭用洗剤を用いてトランスデュー
サをきれいにします。付着物が多い場合は、緑の
スコッチブライトTM パッド (たわし)で付着物を落
とします。トランスデューサ表面を傷つけないよ
うに注意してください。
トランスデューサに外輪が装備されている場合、
細粒度のウェット＆ドライペーパーを濡らしてや
すりをかけることができます。

注注注意意意: アセトンなどの強力な洗浄溶剤を使用する
と、トランスデューサが損傷することがありま
す。
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章章章 8: テテテクククニニニカカカルルル サササポポポーーートトト

目目目次次次
• 8.1 Raymarine 製品サポートとアフターサービス ( 50 ページ)
• 8.2 製品情報の表示 ( 51 ページ)
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8.1 Raymarine製製製品品品サササポポポーーートトトとととアアアフフフタタターーー
サササーーービビビススス
Raymarine では、包括的な製品サポート サービ
ス、保証、アフターサービス、修理を提供してい
ます。これらのサービスには、Raymarine Webサ
イト、電話、電子メールにてアクセスできます。

製製製品品品情情情報報報
アフターサービスやサポートをご希望される場合
には、次の情報をお手元にご用意ください。
• 製品名。
• 製品の ID。
• シリアル番号。
• ソフトウェアアプリケーションのバージョン。
• 系統図。
製品内のメニューを使って、これらの製品情報
を入手できます。

アアアフフフタタターーーサササーーービビビスススととと保保保証証証
Raymarineには、保証、アフターサービス、修理
を担当する専用のサービス部門があります。
ぜひ Raymarine Web サイトにアクセスして製
品登録を済ませ、延長保証をご利用ください
(http://www.raymarine.co.uk/display/?id=788)。

地地地域域域 電電電話話話 電電電子子子メメメーーールルル

英国 (UK)、
欧州・中
東・アフリ
カ (EMEA)、
アジア太平
洋

+44
(0)1329
246 932

emea.service@raymarine.com

米国 (US) +1 (603)
324 7900

rm-usrepair@flir.com

Web サササポポポーーートトト
次のサポートをご希望の方は、Raymarine Webサ
イトの「Support (サポート)」をご利用ください。
• マママニニニュュュアアアルルル・・・ドドドキキキュュュメメメンンントトト— http://www.rayma-
rine.co.uk/display/?id=10125

• FAQ (よよよくくくあああるるる質質質問問問)/ ナナナレレレッッッジジジベベベーーーススス —
http://www.raymarine.co.uk/knowledgebase/

• 技技技術術術サササポポポーーートトト フフフォォォーーーラララムムム — http://rayma-
rine.ning.com/

• ソソソフフフトトトウウウェェェアアア更更更新新新プププロロログググラララムムム —
http://www.raymarine.com/software

電電電話話話おおおよよよびびび電電電子子子メメメーーールルルににによよよるるるサササポポポーーートトト

地地地域域域 電電電話話話 電電電子子子メメメーーールルル

英国 (UK)、
欧州・中
東・アフリカ
(EMEA)、アジ
ア太平洋

+44
(0)1329
246 777

support.uk@raymarine.com

米国 (US) +1 (603)
324 7900
(フリー
ダイ
ヤル :
+800 539
5539)

support@raymarine.com

豪州・ニュー
ジーランド

+61 2
8977
0300

aus.support@raymarine.com
(Raymarine子会社)

フランス +33 (0)1
46 49 72
30

support.fr@raymarine.com
(Raymarine子会社)

ドイツ +49
(0)40 237
808 0

support.de@raymarine.com
(Raymarine子会社)

イタリア +39 02
9945
1001

support.it@raymarine.com
(Raymarine子会社)

スペイン +34 96
2965 102

sat@azimut.es
(Raymarine正規代理店)

オランダ +31
(0)26
3614 905

support.nl@raymarine.com
(Raymarine子会社)

スウェーデ
ン

+46
(0)317
633 670

support.se@raymarine.com
(Raymarine子会社)

フィンラン
ド

+358
(0)207
619 937

support.fi@raymarine.com
(Raymarine子会社)

ノルウェー +47 692
64 600

support.no@raymarine.com
(Raymarine子会社)

デンマーク +45 437
164 64

support.dk@raymarine.com
(Raymarine子会社)

ロシア +7 495
788 0508

info@mikstmarine.ru
(Raymarine正規代理店)
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8.2 製製製品品品情情情報報報ののの表表表示示示
互換性のある多機能ディスプレイの [診診診断断断]メニュー
を使用することで、ユニットに関する情報を表示
することができます。製品のシリアル番号やソフ
トウェアバージョンなどの情報が表示されます。
ホーム画面を表示した状態で、次の操作を実行
します。
1. [セセセッッットトトアアアッッップププ] ををを選選選択択択しししままますすす。。。
2. [保保保守守守] を選択します。
3. [診診診断断断] を選択します。
4. [装装装置置置ののの選選選択択択]オプションを選択します。

接続されている装置の一覧が表示されます。
5. 情報を表示する製品を選択します。または、

[すすすべべべてててのののデデデーーータタタををを表表表示示示] を選択して、接続さ
れているすべての製品の情報を表示すること
もできます。
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章章章 9: 技技技術術術仕仕仕様様様

目目目次次次
• 9.1 CP370 の技術仕様 ( 54 ページ)
• 9.2 CP470 の技術仕様 ( 54 ページ)
• 9.3 CP570 の技術仕様 ( 55 ページ)
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9.1 CP370 ののの技技技術術術仕仕仕様様様

物物物理理理的的的仕仕仕様様様

寸寸寸法法法 • 幅幅幅: 299.4 mm (11.79 イ
ンチ)

• 高高高さささ: 205.6 mm (8.1 イ
ンチ)

• 高高高さささ (コココネネネクククタタタををを含含含
むむむ): 285.6 mm (11.2 イ
ンチ)

• 奥奥奥行行行ききき: 84.4 mm (3.3イ
ンチ)

重重重量量量 1.435 kg (3.16 lbs)

電電電力力力仕仕仕様様様

公公公称称称電電電源源源電電電圧圧圧 12 V / 24 V dc

動動動作作作電電電圧圧圧範範範囲囲囲 10.8 V～ 31.2 V dc

電電電力力力消消消費費費 30.6 W (最大)

電電電流流流 3 A RMS

ヒヒヒュュューーーズズズ /ブブブレレレーーーカカカ 5 A

環環環境境境仕仕仕様様様

動動動作作作温温温度度度 –10°C (14°F) ～ +55°C
(131°F)

保保保存存存温温温度度度 –30°C (22°F) ～ +70°C
(158°F)

相相相対対対湿湿湿度度度 95%

防防防水水水加加加工工工等等等級級級 IPX6

ソソソナナナーーーののの仕仕仕様様様

周波数 50 kHzおよび 200 kHz

電源出力 最大 1 KW RMS

深度 0.9 m (3 フィート) ～ 1524 m (5,000
フィート) (最適条件、およびトラ
ンスデューサが接続されているか
どうかによって異なります)

トランス
デューサ

トランサム装着、船体内、船体経由

接続 • 電源接続 (x1)
• ネットワーク接続 (x1) (RayNetコ
ネクタ) 10 / 100 Mb/s

• トランスデューサ接続 (x1)

適適適合合合性性性ににに関関関すすするるる仕仕仕様様様

適適適合合合性性性 • EN 60945:2002
• EMC指令 2004/108/EC
• 豪州・ニュージーラ
ンド: C-Tick、コンプ
ライアンスレベル 2

9.2 CP470 ののの技技技術術術仕仕仕様様様

物物物理理理的的的仕仕仕様様様

寸寸寸法法法 • 幅幅幅: 299.4 mm (11.79 イ
ンチ)

• 高高高さささ: 205.6 mm (8.1 イ
ンチ)

• 高高高さささ (コココネネネクククタタタををを含含含
むむむ): 285.6 mm (11.2 イ
ンチ)

• 奥奥奥行行行ききき: 84.4 mm (3.3イ
ンチ)

重重重量量量 1.539 kg (3.39 lbs)

電電電力力力仕仕仕様様様

公公公称称称電電電源源源電電電圧圧圧 12 V / 24 V dc

動動動作作作電電電圧圧圧範範範囲囲囲 10.8 V～ 31.2 V dc

電電電力力力消消消費費費 30.6 W (最大)

電電電流流流 3 A RMS

ヒヒヒュュューーーズズズ /ブブブレレレーーーカカカ 5 A

環環環境境境仕仕仕様様様

動動動作作作温温温度度度 –20°C (–4°F) ～ +50°C
(122°F)

保保保存存存温温温度度度 –30°C (22°F) ～ +70°C
(158°F)

相相相対対対湿湿湿度度度 95%

防防防水水水加加加工工工等等等級級級 IPX6

CHIRP ソソソナナナーーーののの仕仕仕様様様

周波数 25kHz～ 255kHz

電源出力 最大 2 KW (最大)

深度 0.6 m (2フィート) (最大 3,000 m (10,000
フィート) (接続されているトラン
スデューサによる)

トランス
デューサ

トランサム装着、船体内、船体経由

接続 • 電源接続 (x1)
• ネットワーク接続 (x1) (RayNetコ
ネクタ) 10 / 100 Mb/s

• トランスデューサ接続 (x1)
• 追加の接地点 (x1)

適適適合合合性性性ににに関関関すすするるる仕仕仕様様様

適適適合合合性性性 • EN 60945:2002
• EMC指令 2004/108/EC
• 豪州・ニュージーラ
ンド: C-Tick、コンプ
ライアンスレベル 2
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9.3 CP570 ののの技技技術術術仕仕仕様様様

物物物理理理的的的仕仕仕様様様

寸寸寸法法法 • 幅幅幅: 352.5 mm (13.9 イン
チ)

• 高高高さささ: 248.1 mm (9.8 イ
ンチ)

• 高高高さささ (コココネネネクククタタタををを含含含
むむむ): 328.1 mm (12.9 イ
ンチ)

• 奥奥奥行行行ききき: 109.9 mm
(4.3 インチ)

重重重量量量 6.35 kg (14.0 lbs)

電電電力力力仕仕仕様様様

公公公称称称電電電源源源電電電圧圧圧 12 V / 24 V dc

動動動作作作電電電圧圧圧範範範囲囲囲 10.8 V～ 31.2 V dc

電電電力力力消消消費費費 30.6 W (最大)

電電電流流流 3 A RMS

ヒヒヒュュューーーズズズ /ブブブレレレーーーカカカ 5 A

環環環境境境仕仕仕様様様

動動動作作作温温温度度度 –20°C (–4°F) ～ +50°C
(122°F)

保保保存存存温温温度度度 –30°C (22°F) ～ +70°C
(158°F)

相相相対対対湿湿湿度度度 95%

防防防水水水加加加工工工等等等級級級 IPX6

CHIRP ソソソナナナーーーののの仕仕仕様様様

周波数 25kHz～ 255kHz

電源出力 最大 2 KW /チャンネル (最大) (合計
4 KW)

深度 0.6 m (2フィート) (最大 3000 m (10,000
フィート) (接続されているトラン
スデューサによる)

トランス
デューサ

トランサム装着、船体内、船体経由

接続 • 電源接続 (x1)
• ネットワーク接続 (x1) (RayNetコ
ネクタ) 10 / 100 Mb/s

• トランスデューサ接続 (x1)

適適適合合合性性性ににに関関関すすするるる仕仕仕様様様

適適適合合合性性性 • EN 60945:2002
• EMC指令 2004/108/EC
• 豪州・ニュージーラ
ンド: C-Tick、コンプ
ライアンスレベル 2
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章章章 10: スススペペペアアアおおおよよよびびび付付付属属属品品品

目目目次次次
• 10.1 スペアおよび付属品 ( 58 ページ)
• 10.2 ネットワーク ハードウェア ( 58 ページ)
• 10.3 ネットワーク ケーブルのコネクタの種類 ( 59 ページ)
• 10.4 RayNet ― RayNet のケーブルおよびコネクタ ( 60 ページ)
• 10.5 RayNet ― RJ45 アダプタ ケーブル ( 61 ページ)
• 10.6 RJ45 SeaTalkhs ネットワークおよびパッチ ケーブル ( 63 ページ)
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10.1 スススペペペアアアおおおよよよびびび付付付属属属品品品
次の付属品およびスペア部品が提供されています。

項項項目目目
ソソソナナナーーーモモモ
ジジジュュューーールルル 品品品番番番

1.5 m (5 フィート) 電源
ケーブル

CP370、
CP470、
CP570

A80025

3 m (10フィート) CHIRP
トランスデューサ延長
ケーブル

CP470、
CP570

A102148

5 m (16.4フィート)従来
型トランスデューサ延
長ケーブル

CP370 E66010

5 m (16.4フィート) CHIRP
トランスデューサ延長
ケーブル

CP470、
CP570

A102150

10 m (32.8フィート) CHIRP
トランスデューサ延長
ケーブル

注注注意意意: 幅広ビームのト
ランスデューサでのみ
使用します。

CP470、
CP570

A80327

デュアル速度および温
度従来型トランスデュー
サケーブル

CP370 E66022

デュアル速度および温度
CHIRP型トランスデュー
サケーブル

CP470、
CP570

A80345

シングル B75/B175操作
ケーブル

CP470、
CP570

A80328

ペアの CHIRPトランス
デューサ Yケーブル

CP470、
CP570

A102146

トトトララランンンスススデデデュュューーーサササ
お使いのソナーモジュールと互換性があるトラン
スデューサに関する詳細は、Raymarine Webサイ
ト (www.raymarine.com)を参照してください。

10.2ネネネッッットトトワワワーーークククハハハーーードドドウウウェェェアアア

項項項目目目 品品品番番番 備備備考考考

HS5 RayNetネッ
トワーク ス
イッチ

A80007 RayNetコネクタを持つ
複数の装置をネット
ワーク接続する際の 5
ポートスイッチ。R145
SeaTalkhs コネクタ装備
の機器も、適切なアダ
プタケーブルを使用し
て接続できます。

RJ45 SeaTalkhs
ネットワーク
スイッチ

E55058 R145 コネクタを持つ
複数の SeaTalkhs 装置を
ネットワーク接続する
際の 8 ポートスイッ
チ。

RJ45 SeaTalkhsク
ロスオーバー
カプラ

E55060 • RJ145 SeaTalkhs 装置を
スイッチが必要ない
小規模システムに直
接接続できるように
します。

• RJ45 SeaTalkhs 装置を
HS5 SeaTalk ネット
ワークスイッチに接
続することができま
す (適切なアダプタ
ケーブルを併用)。

• 2 本の RJ45 SeaTalkhs
ケーブルを連結させ
てケーブルを延長す
ることができます。

内部設置の際にお勧め
です。

重重重要要要: 絶対に POE (パ
ワーオーバーイーサ
ネット)接続にクロス
オーバー装置を使用
しないでください。

イーサネット
RJ45カプラ

R32142 • RJ145 SeaTalkhs 装置を
スイッチが必要ない
小規模システムに直
接接続できるように
します。

• RJ45 SeaTalkhs 装置を
HS5 SeaTalk ネット
ワークスイッチに接
続することができま
す (適切なアダプタ
ケーブルを併用)。

• 2 本の RJ45 SeaTalkhs
ケーブルを連結させ
てケーブルを延長す
ることができます。

外部設置の際にお勧め
です。
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10.3 ネネネッッットトトワワワーーークククケケケーーーブブブルルルのののコココネネネククク
タタタののの種種種類類類
ネットワークケーブルのコネクタには、RayNetと
RJ45 SeaTalkhs の 2 種類があります。

RJ45 SeaTalkhs コネクタ

RayNetコネクタ
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10.4 RayNet ― RayNet のののケケケーーーブブブルルルおおおよよよびびびコココネネネクククタタタ

D13160-1

4

2 3

1

A80161 A62361 A80005 A62362 A80006
400 mm (1.3 ft) 2 m (6.56 ft) 5 m (16.4 ft) 10 m (32.8 ft) 20 m (65.6 ft)

A80162
100 mm (3.9 in)

R70014 A80262

説説説明明明 標標標準準準的的的用用用途途途 数数数量量量
1 標準の RayNet接続ケーブルの

両側に RayNet (メス)ソケット
を接続。

すべての RayNet機器を、 RayNetコネクタを備
えた LightHouse多機能ディスプレイに直接接続
するのに適しています。また、RayNet機器を
RayNetネットワークスイッチ (例 HS5)を使用し
て接続する際にも使用できます。

1

2 RayNetケーブルプラー (5個入
りパック)。

この「ハンドル」は RayNetケーブルのツイスト
ロックにしっかりと接続できるため、コンジッ
トやその他の障害物にもケーブルを通すこと
ができます。

5

3 RayNet ― RayNet直角カプラ /
アダプタ。

スペースに制約がある場所での設置において、
装置に対して 90° (直角)の位置で RayNetケーブル
を接続するのに適しています。たとえば、ディ
スプレイの後ろに標準の RayNetケーブルで必要
とされる通常のケーブル曲げ半径を収納するス
ペースが足りない場合に、このアダプタを使用
して RayNetケーブルを多機能ディスプレイに接
続します。このアダプタの一端には、RayNet (メ
ス)ソケットが、もう一端には RayNet (オス)プラ
グが装備されています。

1

4 両端に RayNet (オス)プラグを
備えたアダプタケーブル。

ケーブル配線が長い場合に、 (メス)の RayNet
ケーブルを連結させるのに適しています。

1
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10.5 RayNet ― RJ45 アアアダダダプププタタタケケケーーーブブブルルル

D13158-1

1

2

3

4

5

A80160
400 mm (1.3 ft)

A80151
3 m (9.84 ft)

A80159
10 m (32.8 ft)

A62360
1 m (3.28 ft)

A80276
3 m (9.84 ft)

A80272
400 mm (1.3 ft)

A80247
100 mm (3.9 in)

説説説明明明 標標標準準準的的的用用用途途途 数数数量量量
1 アダプタ　ケーブルの一端に

RayNet (メス)ソケット、もう一
端に防水 (メス)ソケットが装
備されており、RJ45 SeaTalkhs
防水ロロロッッッキキキンンングググ (オス)プラグ
を備えた次のケーブルを接続
することができます。

• A62245 (1.5 m)
• A62246 (15 m)

このアダプタの標準的な用途は、全防水ケーブ
ル接続を使用して、DSM300ソナーモジュール
を LightHouse MFDに接続します。このアダプタ
ケーブルでは、次の RJ45 SeaTalkhs ケーブルも使
用できますが、機器側 (例 DSM300)に接続される
RJ45プラグは防水になりません。

• E55049 (1.5 m)
• E55050 (5 m)
• E55051 (10 m)
• A62135 (15 m)
• E55052 (20 m)

1

2 アダプタケーブルの一端に
RayNet (メス)ソケット、もう
一端に防水 (メス) RJ45ソケッ
トが、密閉装着のロッキング
グランドと一緒に装備されて
います。

RJ45 SeaTalkhs (オス) ケーブルを使用して、
Raymarineレーダースキャナを直接 RayNetネット
ワークスイッチ (例 HS5)または LightHouse MFDに
接続します。

1

3 アダプタケーブルの一端に
RayNet (オス)プラグが、もう一
端に RJ45 SeaTalkhs 防水 (オス)
プラグが装備されています。

レガシの G-Series GPM-400、C-Seriesワイドスク
リーンまたは E-Seriesワイドスクリーン MFDを
RayNet電源 /データケーブルを使用して、付属
の Raymarineレーダースキャナに接続します。

1

4 アダプタケーブルの一端に
RayNet (メス)ソケットが、も
う一端に RJ45 SeaTalkhs 防水
(オス)プラグが装備されてい
ます。

レガシの G-Series GPM-400、C-Seriesワイドスク
リーンまたは E-Seriesワイドスクリーン MFDを
RayNetネットワークスイッチ (例 HS5)に接続
します。

1

5 アダプタケーブルの一端に
RayNet (メス)ソケットが、もう
一端に RJ45 SeaTalkhs (メス)ソ
ケットが装備されています。

LightHouse MFDをレガシの SR6スイッチ /気象レ
シーバまたはレガシの 8ポート SeaTalkhs ネット
ワークスイッチに接続します。もう 1つの一般
的なケーブル用途として、クロスオーバーカプ
ラ (E55060または R32142)を使用して、 RJ45接続
(例: レーダースキャナ、赤外線カメラ、DSM300
など)で Raymarine製品を LightHouse MFDまたは

1
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説説説明明明 標標標準準準的的的用用用途途途 数数数量量量
RayNetネットワークスイッチ (例: HS5など)に接
続する方法があります。
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10.6 RJ45 SeaTalkhs ネネネッッットトトワワワーーークククおおおよよよびびびパパパッッッチチチケケケーーーブブブルルル

E55049 E55050 E55051 A62135 E55052
1.5 m (4.9 ft) 5 m (16.4 ft) 10 m (32.8 ft) 15 m (49.2 ft) 20 m (65.6 ft)

D13161-1

E06054 E06055 E06056 E06057
1.5 m (4.9 ft) 5 m (16.4 ft) 10 m (32.8 ft) 20 m (65.6 ft)

R32140
7.62 m (25 ft)

PoE

A62136
15 m (49.2 ft)

A62245
1.5 m (4.9 ft)

A62246
15 m (49.2 ft)

1

2

3

説説説明明明 標標標準準準的的的用用用途途途 数数数量量量
1 RJ45 SeaTalkhs ネットワーク

ケーブルの一端には RJ45
SeaTalkhs (オス)プラグが、も
う一端には防水加工の RJ45
SeaTalkhs (オス)プラグ (ロッキ
ングカラー付き)が装備され
ています。

これらのケーブルは通常、次のような用途に
使用します。

• RJ45SeaTalkhs ソケット (例 DSM300、または
E-Seriesワイドスクリーン E90W、E120Wまた
は E140Wレガシ MFD)付きの装置を SeaTalkhs 8
ポート型ネットワークスイッチに接続する。

• RJ45 (オス)プラグ付きの赤外線カメラを RJ45
カプラ (R32142)を使用して E-Seriesワイドスク
リーン E90W、E120Wまたは E140Wレガシ MFD
に接続する。システムに JCU (ジョイスティッ
クコントロールユニット)がないため、PoE
(パワーオーバーイーサネット)接続が必要な
いことを前提としています。

1

2 RJ45 SeaTalkhs パッチケーブル
は、両端に RJ45 SeaTalkhs (オス)
プラグが装備されています。

これらのケーブルは通常、次のような用途に
使用します。

• 複数の SeaTalkhs 8ポート型ネットワークス
イッチを接続する。

• Voyager Plannerソフトウェアが実行されている
PCまたはノートパソコンを SeaTalkhs 8ポート
型ネットワークスイッチに接続する。

• JCU (ジョイスティックコントロールユニット)
を PoEインジェクタ経由で赤外線カメラに接
続する。この特定の接続に関しては、R32140
ケーブルが必要になります。これによって
PoE (パワーオーバーイーサネット)がサポー
トされるためです。

1

3 RJ45 SeaTalkhs パッチケーブル
は、両端に RJ45 SeaTalkhs (オス)
プラグが装備されています。
各プラグには、完全な防防防水水水接
続を徹底するためのロッキン
グカラーが備わっています。

これらのケーブルは通常、次のような用途に
使用します。

• ロッキングタイプの RJ45SeaTalkhs ソケット
(例 DSM300)を備えた装置を、ロッキングタ
イプの RJ45SeaTalkhs ソケットを備えたレガシ
の MFD (例 E-Seriesワイドスクリーン E90W、
E120W、または E140W)に接続する。

1
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